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東山動植物園における高病原性鳥インフルエンザの発生について（第 4報） 

 

東山動植物園の動物病院に隔離した鳥類のうち 12月 14日及び 12月 17日に死亡し

たシジュウカラガンの確定検査の結果について、本日環境省から連絡があり、いずれ

も H５N６亜型の高病原性鳥インフルエンザウイルスに感染していたことが判明しまし

た。 

 

記 

 

 

１ 確定検査の結果の出た鳥類の種類、性別及び検査結果 

種類 性別 死亡日 確定検査結果 参考 

シジュウカラガン オス 12月 14日 
生前の検体：陰性 

死亡後検体：H５N６亜型 

12/9簡易検査（－） 

12/14簡易検査（＋） 

シジュウカラガン オス 12月 17日 
生前の検体：陰性 

死亡後検体：H５N６亜型 

12/9簡易検査（－） 

12/17簡易検査（－） 

 

２ コクチョウ及びマガモの確定検査結果について 

確定検査陽性の個体と同じ飼養施設において飼養し、現在生存しているコクチョウ

（2羽）及びマガモ（1羽）について改めて確定検査（※）を行いましたが、いずれも

陰性でした。 

※ 前回の確定検査結果については、陰性であった事を発表済み（12月 19日付） 

 

３ 今後の対応 

現在行っている防疫等の対策を継続して実施していきます。 


